
■
エ
ス
ニ
ッ
ク
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
の
研
究　

－

ま
ず
は
、先
生
の
現
在
の
研
究
の
ご
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。　

ソ
ー
シ
ャ
ル
・マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
研
究
を
し
て
い
ま
す
。特
に
こ
れ
ま
で
、移
民
や
難
民
、先
住
民
等

の
エ
ス
ニ
ッ
ク・マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

研
究
し
て
き
ま
し
た
。

図
書
館
は
大
き
く
提
供
側
・
利
用
側
の
2
つ
の
視
点
か
ら
捉
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、私
の
研
究
は
、図
書
館
と
い
う
場
の
意
味
を
、

図
書
館
の
管
理
側
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
限
定
し
た
視
点
か
ら
制
度

論
や
経
営
論
の
中
に
見
て
い
く
も
の
で
は
な
く
、ま
た
利
用
者
側
か
ら

の
視
点
に
限
定
す
る
の
で
も
な
く
、双
方
向
の
力
学
が
作
用
す
る
相

互
作
用
的
な
関
係
の
中
に
見
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。加
え
て
、

移
民
政
策
や
文
化
政
策
、移
民
や
難
民
の
出
身
社
会
と
の
関
係
等
も

見
な
が
ら
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

写
真
の
資
料
は
、移
民
に
対
す
る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
資

料
で
す
。私
が
主
な
研
究
対
象
に
し
て
い
る
デ
ン
マ
ー
ク
、ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
、ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
3
か
国
は
、移
民
・
難
民
に
対
す
る
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
専
門
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
を
国
レ
ベ
ル
で
設
置
し
て
い
ま

す
。ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
が
、図
書
館
の
図
書
館
に
な
っ
て
い
て
、地

域
レ
ベ
ル
の
公
共
図
書
館
で
移
民
・
難
民
に
奉
仕
す
る
支
援
を
し
て

い
ま
す
。多
言
語
資
料
に
つ
い
て
も
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
が
持
っ
て

お
り
、地
域
の
図
書
館
に
貸
出
し
て
い
ま
す
。

　
■
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
図
書
館
の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
と
ノ
ル

ウ
ェ
ー
の
市
民
の
読
書
生
活　

－

ご
著
書『
文
化
を
育
む
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
図
書
館
：
物
語
・
こ
と
ば
・

知
識
が
踊
る
空
間
』の
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。　

5
章
の
執
筆
を
担
当
し
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
移
民
・
難
民
に
対
す

る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、障
碍
者
サ
ー
ビ
ス
と
先
住
民
に
対
す

る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
ま
す
。こ
の
本
を
執
筆
す

る
際
、ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
図
書
館
が
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る

か
の
み
に
焦
点
を
当
て
る
の
で
は
な
く
、ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
出
版
流
通

や
、市
民
の
読
書
生
活
や
本
と
の
関
わ
り
方
も
含
め
な
が
ら
、ノ
ル
ウ

ェ
ー
に
住
ん
で
い
る
人
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
見
え
る
よ
う
な
形
で
ノ
ル

ウ
ェ
ー
の
図
書
館
を
論
じ
よ
う
と
共
著
者
と
共
に
話
し
合
い
ま
し

た
。そ
の
た
め
、序
章
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
社
会
全
体
の
概
要
が
あ
っ
た
り
、

6
章
で
読
書
事
情
と
出
版
事
情
に
触
れ
て
い
た
り
し
ま
す
。

5
章
は
便
宜
上
、障
碍
者
サ
ー
ビ
ス
、移
民
サ
ー
ビ
ス
、先
住
民
サ

ー
ビ
ス
と
分
節
し
て
論
じ
て
い
ま
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
が
部

分
的
に
相
互
に
重
な
り
合
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
の
特
徴
で
す
。

そ
れ
を
体
現
し
て
い
る
の
が
、「
す
べ
て
の
人
の
た
め
の
図
書
」で

す
。「
す
べ
て
の
人
の
た
め
の
図
書
」と
は
、通
常
の
活
字
を
読
む
こ
と

が
困
難
な
人
を
対
象
に
提
供
し
て
い
る
、分
か
り
易
い
表
現
・フ
ォ
ン

ト
を
用
い
た
図
書
や
、録
音
図
書
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

「
す
べ
て
の
人
の
た
め
の
図
書
」は
、障
碍
者
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
で
な

く
、全
て
の
利
用
者
に
対
し
て
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。平
易
な
表
現
や

フ
ォ
ン
ト
で
記
さ
れ
た
図
書
は
、読
み
に
困
難
の
あ
る
人
の
み
な
ら

ず
、語
学
学
習
中
の
移
民
や
難
民
、ひ
い
て
は
、あ
ら
ゆ
る
人
に
と
っ
て

分
か
り
易
い
と
い
う
考
え
が
根
底
に
あ
り
ま
す
。図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に

も
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
が
浸
透
し
て
い
る
と
い
う
所

が
、ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
特
徴
で
す
。そ
ん
な
点
が
少

し
で
も
本
書
を
通
じ
て
伝
わ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

■
大
学
図
書
館
や
、公
共
図
書
館
を
上
手
に
活
用
し
よ

う
！　

－

三
重
大
学
生
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。　

何
か
や
ろ
う
か
な
と
悩
ん
で
い
る
な
ら
、足
を
動
か
し
て
、興
味
の

あ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
て
み
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
た
い
で
す
。

「A
lt hvad du kan tæ

nke dig

（
想
像
し
う
る
全
て
が
あ
る
）」

と
い
う
の
は
、デ
ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
市
立
図
書
館
の
キ
ャ

ッ
チ
コ
ピ
ー
で
す
。悩
ん
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、考
え
う
る
全
て
の
こ

と
を
図
書
館
に
尋
ね
て
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。何
か
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
し
た
い
時
に
、ヒ
ン
ト
を
求
め
る
場
と
し
て
、大
学
図
書
館
や
街

の
公
共
図
書
館
を
活
用
し
て
も
ら
え
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。

和気尚美先生
プロフィール
三重大学地域人材教
育開発機構助教。筑
波大学大学院図書館
情報メディア研究科
博士後期課程修了。
博士（図書館情報
学）。人と人との出会
いの場、集いの場とし
ての図書館の機能に
関心を寄せ研究に取
り組む。主な共著書に
『高齢社会につなぐ
図書館の役割：高齢者
の知的欲求と余暇を
受け入れる試み』（学
文社）など。

ここから広げよう！！各学部の先生からのオススメ本

和気尚美 先生
三重大学地域人材教育開発機構助教

自著を語る。 CLOSEUP

CLOSEUP
『文化を育むノルウェーの図
書館：物語・ことば・知識が踊
る空間』
〈マグヌスセン矢部直美,
吉田右子,和気尚美著
（新評論）, 2013.5〉
［所在］
図・開架・図書
［請求記号］
010.23889/Ma29

「善とは何か」。本書は、生まれてから死ぬまで影のよう
について回るこの問いに対して、機械的に執行すれば事足
りるような正しい答えを示してはくれない。しかし、そうした
問いに直面せざるを得なくなり、他ならぬ自分自身の尺度
にまで遡ることを余儀なくされる時――それは人権や平和
等が痛切に自分の問題となる時でもある――、その長き行
路にあって、足元を照らしてくれる一書である。

西田幾多郎 著
『善の研究』

岩波書店, 1979年10月出版
［所在］ 図・開架・ＰＢ
［請求記号］ 121.9/N81

人文学部　内野広大 先生

「小倉百人一首かるた」で有名な『百人一首』であるが、
藤原定家が選んだ『百人一首』そのものについては、意外
に知られていない。その成立や定家の選歌意識、各歌の見
所を解説するコンパクトな一冊である。著者は、百人一首関
連のグッズも収集しており、現代に至るまでの模倣作品・関
連商品の紹介も楽しい。付録には、『百人一首』と密接な関
係を持つ『百人秀歌』独自収載歌を載せる。

吉海直人 著
『百人一首の正体』
（角川ソフィア文庫）

ＫＡＤＯＫＡＷＡ, 2016年10月出版
［所在］ 図・開架・PB
［請求記号］ 911.147/Y89

教育学部　松本昭彦 先生

あのノーベル生理学・医学賞受賞の山中伸弥先生（著者
の同級生）も帯で「本書の勉強法は一生使える勉強法だと
思います」と推薦している。「なおちゃんのノートはいまだ
に大切に保存しています」とも。山中伸弥博士が絶賛する
著者のノートは果たしてどんなノートなのか。最後の山中
先生の書下ろしコメント文も必見！この生活法は大学生に
なった今からでも決して遅くない。

成田奈緒子 著
『睡眠時間を削らず、塾にも行かず、現役
で国立医学部に合格した私の勉強法』

芽ばえ社, 2016年12月出版
［所在］ 図・開架・図書
［請求記号］ 379.9/N52

医学部　成田正明 先生

現在の情報化社会、また今後の「モノのインターネット」
社会は、光ファイバ通信システムが基礎となっている。本書
は、光ファイバ通信技術やシステムについて学部学生に向
けて書かれた入門的専門書であり、光ファイバや関連する
部品、電気信号からの光信号への変換、また逆の変換のた
めのレーザや受光器について、構造から原理までわかりや
すく記載されている。

村上泰司 著
『入門光ファイバ通信工学』

コロナ社, 2003年12月出版
［所在］ 図・開架・図書
［請求記号］ 548.8/Mu43

工学部　成瀬央 先生

南方熊楠。我国民俗学の祖である柳田国男と並び称され
るだけではなく、科学雑誌Natureで歴代最多の論文を発
表した人物である。昨今、我国ではグローバル人材の育成
が急務の課題と言わる。本書は、明治時代に生まれた熊楠
が文理融合的な思考を身に着け、紀伊田辺を拠点にしなが
らも世界規模で活躍した軌跡を丹念に描く。巨人熊楠の痛
快な人生を知り、今日的課題への光明を見出して欲しい。

鶴見 和子 著
『南方熊楠：地球志向の比較学』
（講談社学術文庫）

講談社, 1981年1月出版
［所在］ 図・書庫・松田文庫
［請求記号］ 289.1/Mi37

生物資源学部　関谷信人 先生

初めこそ「うわ～～」とうめきながら読むことになるだろ
うが、虫がいかに一般的な食べ物なのかを思い知らされ
る。食糧難が起きたら、キミは虫を食べるか。人類は虫を食
べてきたし、今も食べる人がいる。と言ってみたものの、と
りあえず私が皆さんにおススメしたいのは虫を食べること
ではなく、それにも引けを取らない知的雑食性である。普
段読まなさそうな本を手に取ってはいかが。

三橋淳編 著
『虫を食べる人びと』

平凡社, 2012年5月出版
［所在］ 図・開架・図書
［請求記号］ 383.8/Mi63

教養教育機構　和田正法 先生

上
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
移
民
に

対
す
る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の

ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
な
ど
の
資

料
。右
下
は
、デ
ン
マ
ー
ク
の

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
市
立
図

書
館
で
配
付
し
て
い
る
キ
ャ

ッ
チ
コ
ピ
ー「Alt hvad du 

kan tæ
nke dig

（
想
像
し

う
る
全
て
が
あ
る
）」の
カ
ー

ド
と
風
船
だ
そ
う
だ
よ
。

「Bok til alle

」と
書
か
れ
た

資
料
の「
○（
丸
に
点
）」の
文

字
は
、ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
図
書

館
で
提
供
さ
れ
て
い
る

「
す
べ
て
の
人
の
た
め
の

図
書
」の
マ
ー
ク
だ
よ
。
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